
特集
自然満喫！　おおえの夏

ゴールを目指して町を快走
　第33回舟唄健康マラソン大会が６月28日に開

催され、町内外から約350名が参加しました。

午前10時、２km から10km までのマラソン出場

者が体育センター前から一斉にスタート。子ど

もから大人まで、それぞれが自分のペースで楽

しみながら完走を目指しました。
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「ドキドキ！！　自然体験塾」の様子。

 月布川で大きなカジカをつかまえました。

　

町
を
西
側
か
ら
見
下
ろ
す
朝
日
連
峰
と
、

そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
清
流
・
月
布
川
、
そ
し

て
舟
運
文
化
を
も
た
ら
し
た
最
上
川
。
大
江

町
は
、
自
然
豊
か
な
水
郷
の
町
で
す
。
全
国

各
地
の
自
治
体
で
地
域
お
こ
し
が
模
索
さ
れ

て
い
る
中
、
太
古
か
ら
存
在
す
る
自
然
そ
の

も
の
が
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
宝
物
と

し
て
今
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
自
然
の
美
し
さ
を
見

つ
め
直
し
、
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
と
人
を
う
る
お
す
清
流

　

大
江
町
の
西
端
に
そ
び
え
る
朝
日
連
峰

は
「
東
北
の
ア
ル
プ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
、

１
８
７
０
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇
る
主

峰
・
大
朝
日
岳
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
百
名
山
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
る
そ
の
雄
大
な
威
容
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
は
る
か
な
昔
か
ら
ほ
と

ん
ど
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
息
づ
い
て
い

る
動
植
物
と
、
四
季
折
々
の
鮮
や
か
な
色

彩
に
染
ま
る
自
然
本
来
の
美
し
い
景
観
が
、

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
朝
日
連
峰
を
源
流
と
す
る
月
布
川

は
、
町
を
横
断
す
る
よ
う
に
西
か
ら
東
へ

と
流
れ
る
全
長
約
25
キ
ロ
の
長
大
な
川
で

おおえの夏自然満喫
！
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■ 特集　自然満喫！　おおえの夏

す
。
川
の
流
れ
は
段
丘
と
呼
ば
れ
る
地
形

を
作
り
出
し
、
そ
の
流
域
に
豊
富
な
植
物

を
生
育
さ
せ
、
豊
か
な
自
然
を
生
み
出
す

源
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
美
し
い
渓

谷
・
神
通
峡
は
、
月
布
川
の
悠
久
の
流
れ

が
刻
み
こ
ん
だ
代
表
的
な
自
然
地
形
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

そ
の
恵
み
は
流
域
に
生
き
る
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
文
化
は

現
在
に
い
た
る
ま
で
私
た
ち
の
生
活
の
根

底
に
流
れ
続
け
て
い
ま
す
。
本
郷
地
区
を

中
心
に
「
沢
」
の
つ
く
地
名
が
多
い
こ
と

も
、
川
が
古
く
か
ら
こ
の
町
を
形
成
す
る

源
流
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

七
軒
地
区
や
本
郷
地
区
の
浅
瀬
で
は
、

き
れ
い
な
水
の
中
で
な
け
れ
ば
生
息
で
き

な
い
生
き
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ヘ
ビ

ト
ン
ボ
や
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
な
ど
が
そ

の
例
で
あ
り
、
幻
想
的
な
淡
い
光
を
放
つ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
も
、
き
れ
い
な
川

で
育
ち
ま
す
。
こ
う
し
た
「
川
の
住
人
」

た
ち
の
息
づ
く
姿
か
ら
、
現
在
も
月
布
川

に
は
清
ら
か
な
水
が
流
れ
て
お
り
、
豊
か

な
自
然
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

川
は
水
温
に
よ
っ
て
生
物
の
生
育
環
境

が
異
な
り
、
上
流
に
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ

な
ど
の
代
表
的
な
渓
流
魚
が
生
息
し
て
い

る
ほ
か
、
中
流
に
は
ア
ユ
や
ウ
グ
イ
な
ど

の
川
魚
が
住
ん
で
い
て
、
月
布
川
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
の
川
は
釣
り
人
た
ち
に

と
っ
て
も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。山

と
森
が
お
り
な
す
緑

　

山
々
に
囲
ま
れ
た
町
の
風
景
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
馴
染
み
深
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
町
の
面
積
の
大
部
分
を

覆
う
森
林
も
ま
た
、
昔
か
ら
人
々
の
暮
ら

し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

森
林
は
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
る

も
の
で
、
町
内
で
は
ブ
ナ
や
ナ
ラ
の
林
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

森
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
た
ち
の
生
命

を
育
み
、
ま
た
生
き
物
た
ち
の
生
活
に

よ
っ
て
森
が
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
と
い

う
、
深
い
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
町
の
鳥
・
ヤ
マ
セ
ミ
な
ど
の

野
鳥
や
、
セ
ミ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆

虫
、
カ
モ
シ
カ
の
よ
う
な
大
き
な
動
物
ま

で
、
森
の
中
に
は
実
に
た
く
さ
ん
の
住
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
に
は
環
境
を
維
持
す
る
た
く

さ
ん
の
働
き
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

森
林
の
地
中
に
は
し
み
こ
ん
だ
雨
水
な
ど

の
大
量
の
水
が
貯
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

　町内の小学生を対象に、「放課後子ども教室」のひと
つとして教育委員会で実施している「ドキドキ !!　自然
体験塾」。今年度は４回にわたって開催する予定です。
　今年度の第１回目の教室は、６月14日に月布川でおこ
なわれました。水中にどんな生き物が住んでいるのかを
調べて、水質を調査するとともに、捕まえた生き物を水
槽に入れて小さな水族館を作りました。
　第２回目は、７月31日に月布川でチューブすべり体験
をおこなう予定です。
　お問い合わせは、教育文化課☎62-3666まで

自然体験塾

▲�川の水質を教えてくれるのは、昆虫などの小さ
な生き物たち。みんなで根気強く探します。

▲�きれいな水にしか住めない生き物がたくさん
見つかりました。月布川の水は今もきれいです。

▲�みんなで捕まえた生き物を、水槽に入れて観察。
小さな「軽トラ水族館」が出来ました。

夏の自然満喫

その①

3・広報おおえ



れ
に
よ
っ
て
、
川
の
急
な
増
水
や
枯
渇
を

防
い
だ
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
を
防
止
し
た

り
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

森
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
空
気

が
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
て
さ
わ
や
か
な
心

地
に
な
る
の
は
、
木
々
が
根
か
ら
吸
い
上

げ
た
水
を
葉
か
ら
空
気
中
に
放
出
す
る
こ

と
で
気
温
が
下
が
り
、
ま
た
汚
れ
た
空
気

を
木
々
が
葉
か
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
で
空

気
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
枝
葉
を
揺
ら
す
風
や
鳥

の
さ
え
ず
り
な
ど
、
森
の
中
で
聞
こ
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
音
は
、
人
の
心
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

身
近
な「
宝
物
」を

守
る
た
め
に

　

こ
の
町
に
は
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、人
々

の
生
活
の
あ
り
方
が
大
き
く
様
変
わ
り
し

て
い
く
中
で
、
今
の
自
然
が
い
つ
ま
で
も

そ
こ
に
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

豊
か
な
自
然
は
観
光
資
源
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
自
体
が
か
け

が
え
の
な
い
宝
物
で
も
あ
り
ま
す
。
当
た

り
前
の
よ
う
に
広
が
る
風
景
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
を
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
く
た

め
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
山
里
交
流
館

「
や
ま
さ
ぁ
ー
べ
」
を
は
じ
め
、
町
内
に

は
自
然
を
満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く

あ
り
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
本
番
。
山
も
川
も
森
も
、

そ
し
て
夜
空
も
一
段
と
輝
く
季
節
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
す
ぐ
身
近
に
あ

る
、
水
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
宝
物
の
魅
力
に

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　初夏には可憐なヒメサユリが咲き誇る大山自然公
園。展望塔からは、朝日連峰、月山、葉山、蔵王な
どの大パノラマを一望することが出来ます。また、
夜は天体観測にもってこいのスポットです。
　公園内には６棟のコテージがあり、シャワーや炊
事場の設けられたキャンプ場もあります。家族や友
人同士で、さわやかな空気の中で宿泊しながら楽し
い時間を過ごしてみるのはいかがでしょうか。

大山自然公園

コテージ・キャンプ場のお申し込み・お問い合わせは、大山自然公園管理棟☎62-5421まで

▲月布川に住むカワザイ（ニゴイ）の稚魚

夏の自然満喫

その②
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■ 特集　自然満喫！　おおえの夏

山里交流館
「やまさぁーべ」

夏の自然満喫

その③

　旧七軒西小学校の校舎を利用し、今年４月にオープン
を迎えた山里交流館「やまさぁーべ」。遊んで、食べて、
泊まれる学校として生まれ変わりました。いろいろなイ
ベントやサークル活動に利用出来るレンタルスペースの
ほか、山里の自然や文化を体験できるプログラムを用意
しています。
　夏休み、大自然の魅力を存分に味わうのにぴったりの
学校です。

▲�交流館の周囲は見わたす限りの大自然。珍し
い植物や昆虫、動物にも出会えるかも！？

▲�曇りや雨の日は、星空の写真やビデオを
使って室内での活動もおこなっています。

星空教室
夏の自然満喫

その④

　「星空教室」は、町内の方々に星を見る機会を提供しよう
と、平成20年から始まりました。今年も５名の指導スタッフ
により、天体の観測や星空についてのお話などをしていく予
定です。
　第２回は、６月20日に東地区公民館でおこなわれました。
この日はあいにくの曇り空となってしまいましたが、天体望
遠鏡を通して金星と木星をはっきりと見ることができました。
　夜空に輝く星座は季節によって異なり、日食や月食のよう
にごくわずかな時間しか見られない天文現象もあります。こ
の夏だけの星空を見つけに、夜の散歩に出かけてみませんか。
　お申し込み・お問い合わせは、教育文化課☎62-3666まで

▲�月のように満ち欠けする金星や、木星の表
面の縞模様と４つの衛星まで確認できまし
た。惑星ははるか遠くの恒星より大きく明
るく輝くため、建物や街灯の光が多い町の
中でも観測することができます。

☆山里体験プログラム☆
「やまさぁーべ」周辺の生き物の観察や、
草木染めなどの工作、山菜料理作りなど、
山里ならではの活動をお好みで組み合わせ
て体験できます。

【高校生～大人】１人 1600 円（２時間）
※１時間増すごとに１人 700円

【中学生以下】１人 1100 円（２時間）
※１時間増すごとに１人 500円
※�プログラムの内容により、１人数百円程
度の材料費を別途いただく場合があり
ます。

お問い合わせは、山里交流館☎64-2507まで

5・広報おおえ



　手作りの工芸作品が一堂に集まる「あじさい手作り工芸ま
つり」が、６月７日に東地区公民館で開催されました。
　会場内では町内の愛好会などによる作品の展示のほか、色
彩魚拓や陶芸など、作品作りを実際に体験できるコーナーも
設けられました。参加した人は手作りならではの感覚を楽し
みながら、自分だけの作品を作りあげていました。
　また、ホール内には数多くのブースが並び、布小物やアク
セサリーなどの手作り工芸品が展示販売され、多くの人々で
にぎわいました。

たくさんのブースでにぎわうホール

色彩魚拓体験 陶芸体験

オリジナルバッジ作り

「まきパネ」体験

和紙人形

あじさい手作り工芸まつり第10回

平成２７年７月号・6



　今年で最後となる35回目の大江町民号の旅が、
６月16日・17日の２日間の日程で実施されました。
今回の旅は、美しい天守閣と白壁で別名「白

しらさぎじょう
鷺城」

とも呼ばれる姫路城や、明治～大正期の洋風建築
が建ち並ぶ北野異人館街、神戸の夜景を一望でき
る六甲山ガーデンテラスなどの観光名所を巡る旅
となりました。
　多くの町民の方のご参加、長年にわたるご愛顧、
本当にありがとうございました。

左沢駅での出発式

世界文化遺産・姫路城

六甲山から望む神戸の夜景

北野異人館街

神戸ポートタワー

ホテルでの夕食のひととき

最終号 大江町民号の旅

7・広報おおえ



2

1

議会
town council

６月定例会

　

大
江
町
議
会
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月

２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制

定
や
一
般
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
に
渡
邉
町
長
か
ら
行
政
報
告

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

行
政
報
告

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
付
の
状
況
に
つ
い
て

　

本
町
へ
の
い
わ
ゆ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
特
典
を
４
月

か
ら
設
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で

情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
、
５
月
22
日
現
在

で
４
２
６
件
、
合
わ
せ
て
４
４
９
万
円
の

寄
付
申
込
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
の
実
績

を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
典
に
つ
い
て
は
、
１
万
円
以
上
の
寄

付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
と
し
、

や
ま
が
た
地
鶏
や
果
物
、
米
、
大
江
錦
、

温
泉
施
設
等
の
入
浴
券
な
ど
24
点
を
設
定

　藤田地区住宅団地の造成工事に向けて、６月９日に

安全祈願祭がおこなわれました。この日は、関係者な

ど23名が参加。鍬入れなどの神事をおこない工事の安

全を祈りました。

　新しい住宅団地は定住促進に向けた取り組みとして

計画され、１区画80坪程度で全21区画を整備予定。坪単

価は５万円台を見込んでいますが、価格や購入特典な

どは今後正式に決定されます。分譲開始は秋以降の予

定で、11月30日の完成を目指して工事が進められます。

■分譲へ向けて工事開始　
　～藤田地区住宅団地造成工事安全祈願祭～

　町の魅力を伝えるための看板や案内表示を考える、文

化的景観ワークショップの第１回目の意見交換が、６月

21日に東地区公民館でおこなわれました。はじめに東北

芸術工科大学の志村直愛教授による基調講義がおこなわ

れ、その後グループに分かれて意見を交わしました。

　ワークショップには商店街や観光関係者、一般町民の

ほか東北芸術工科大学の学生も加わり、合計19名が参加。

町内を観光する順路の標示や、スマートフォンの活用な

ど、さまざまなアイデアが出されました。

■歴史ある景観を生かすために
　～文化的景観ワークショップ～

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
魅
力
あ
る
特
典

を
増
や
す
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
一
助
に
な
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

大
江
町
産
業
振
興
公
社
の
決
算
報
告

　

公
社
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
今
年
度

は
健
康
温
泉
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
利

用
者
の
増
加
も
あ
り
、
公
社
が
管
理
す
る

施
設
の
利
用
者
数
は
全
体
で
約
59
万
２
千

人
で
、
対
前
年
比
9.0
％
増
、
売
上
高
は
２

億
４
３
３
２
万
４
４
５
８
円
で
8.5
％
増
と

な
り
ま
し
た
。
最
終
的
な
純
利
益
は
18
万

４
８
７
円
と
な
り
、
損
失
が
生
じ
て
い
た

前
年
度
に
対
し
て
利
益
に
転
じ
る
経
営
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定

　

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た

る
健
康
の
保
持
お
よ
び
増
進
を
図
る
た
め
、

大
江
町
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
の
制
定
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

　

平
成
27
年
度
大
江
町
の
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
２
９

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
53
億
５
３
９

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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３歳児

６月３日に３歳児健診

を受けた元気なちびっ

子たちを紹介します！

（順不同）

虫
歯
ゼ
ロ
の
子
は

17
人
で
し
た

公
こうへい

平羚
れ あ む

琉くん
６区

佐
さ

竹
たけ

　空
そら

くん

藤田

佐
さ

藤
とう

遥
はる

希
き

くん

滝の沢

漆
うるしばた

畑杏
あん

奈
な

ちゃん

富沢

鈴
すず

木
き

雄
ゆう

真
ま

くん

藤田

川
かわむら

村　成
なる

くん

みなみ

小
こばやし

林源
げん

士
し

くん

美郷

鈴
すず

木
き

千
ち ほ

朋ちゃん
蛍水

松
まつしま

嶋　楓
かえで

くん

小見

五
い が ら し

十嵐蓮
れん

くん

藤田

菅
すが

野
の

　湊
みなと

くん

８区

渡
わたなべ

辺陽
はる

斗
と

くん

３区

鈴
すず

木
き

悠
ゆ

粋
いき

くん

下モ原

菊
きく

地
ち

亜
あ り あ

璃亜ちゃん
下北山

鈴
すず

木
き

七
なな

瀬
せ

ちゃん

顔好

笹
ささかわ

川遼
はる

人
と

くん

蛍水

堀
ほり

　琉
る あ

愛ちゃん
小見

長
ながおか

岡龍
りゅうじ

司くん
蛍水

柏
かしわぐら

倉あかねちゃん
小漆川

松
まつ

田
だ

麗
れ お な

桜來ちゃん
木の沢

9・広報おおえ



　平成27年度のシルバーカレッジの開講式が、６

月25日に東地区公民館でおこなわれました。この

講座は、高齢者が地域社会の中で互いに親睦をは

かり、ともに学ぶ場として実施されるもので、今

後さまざまなテーマの講座が開催されます。

　開講式につづいて、さっそく第１回目の学習講

座が開かれ、大原医院院長の大原昇医師が「老い

と生きがい」をテーマにした講演をおこないまし

た。講演の終わりには大原医師がフルートとオカ

リナの演奏を披露し、受講者はその甘美な音色に

聴き入っていました。

6
25 学ぶ力を生きがいに

　左沢小学校３年生の38名の児童が、５月29日、

りんごの摘果を体験しました。この体験授業は大

江りんご部会がおこなっているもので、今年は伊

藤長一郎さん（小見）の畑で実施されました。

　児童たちはりんご農家の方にコツを教わりなが

ら、余分な実をハサミで切り落としていました。

また、作業後には児童たちからたくさんの質問が

ありました。「おいしいりんごの見分け方」につ

いての質問に、農家の方は「おいしい実だけを出

荷しているので、お店に並ぶりんごは全部おいし

いですよ」と笑顔で答えていました。

5
29 おいしいりんごはこうしてできる

　第32回正調最上川舟唄全国大会が、６月28日に

東地区公民館で開催されました。大会には町内外、

そして県外からも多数の方が出場。一般の部31名、

ジュニアの部１名、シニアの部34名の唄い手が、

自慢ののどを競い合いました。

　また、ゲストアトラクションとして北海道江差

町の江差追分と江差三
さんさが

下りなどが演じられたほか、

大江中学校２年生による最上川舟唄の混声四部合

唱、ＥＣＨＯ男性コーラスによる男声合唱、大江

町祭事振興会Ｍｏｖｅｒによる舟唄ヒップホップダ

ンスが披露され、会場を沸かせました。

6
28 響き渡る自慢の舟唄

◇一 般 の 部／優　勝　齋　あや子（宮城県）
　　　　　　　準優勝　多田　　勇（山辺町）
　　　　　　　第３位　小野寺正美（山形市）
　　　　　　　第４位　岡田　数幸（東根市）
　　　　　　　第５位　水戸　邦夫（天童市）
◇シニアの部／優　勝　阿部　　恵（宮城県）
　　　　　　　準優勝　鈴木　　健（宮城県）
　　　　　　　第３位　作間　京子（宮城県）
　　　　　　　第４位　佐藤　昭二（天童市）
　　　　　　　第５位　櫻本　直子（宮城県）
◇ジュニアの部／優秀賞　鈴木　滉生（望　山）

《大会結果》各部門５位まで・敬称略

▲一般の部優勝　齋あや子さん

▲通算10回出場
　渡辺美月さん（若原）

▲シニアの部優勝
　阿部恵さん

平成２７年７月号・10
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　左沢小学校の伝統行事である相撲大会が、６月

６日に開催されました。

　相撲場では５年生の男女と6年生女子の取組に

続き、「相撲甚句」が披露されました。その後、

化粧まわしを身につけた６年生男子と東西横綱が

堂々たる土俵入りをすると、会場は一段と盛り上

がり、小さな力士たちの気迫溢れる投げの応酬に、

土俵下からは「がんばれ」という応援の声が沸き

起こりました。

　勝敗が決した後は深々と礼をし、相手をたたえ

る礼儀もしっかりとおこなっていました。

6
６ 土俵際の攻防　たたえ合う礼

　４区子供会による行事「菖
しょうぶ

蒲たたき」が、６月

７日におこなわれました。この行事は古くは旧暦

５月５日の端午の節句におこなわれ、「人生の勝

負に負けないように」菖蒲を引っ張って力を競い

合ったことから、町内の安全と繁栄を祈る行事と

なりました。

　参加した子どもたちと住民は、早朝に採集して

きた菖蒲を引っ張りながら４区内の家々を訪問。

玄関先で「勝った、勝った、とても４町内にゃかな

うまい」と唄いながら、菖蒲を高く掲げたり地面に

たたきつけたりして家内安全を祈願しました。

6
7 力を込めて繁栄祈る

　５月29日から６月７日にかけて、第14回大山自然

公園ユリまつりが開催されました。５月中に好天が

続いたために例年より１週間ほど早い開花となりま

したが、今年も約６万本のヒメサユリが可憐に咲き

誇り、訪れた人たちの目を楽しませました。

　今年は公園内の芝生広場にパークゴルフ場が整備

され、大江パークゴルフ愛好会の方々によるプレ

オープンイベントが５月31日におこなわれました。

ユリまつりに訪れた多くの方々がクラブを手にし、

朝日連峰を望む雄大な景色の中でプレーを楽しんで

いました。

6
7

5
29～ 晴天の中　ヒメサユリ咲き誇る

▲ポニーのやぎお君に乗ってごきげんです ▲パークゴルフ場プレオープン

▲可憐に咲くヒメサユリ▲うさぎコーナー

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎(62)２１８７Town TopicsTown Topics



　

40
年
ほ
ど
前
、
高
校
生
と
一
緒

に
勉
強
し
て
い
た
こ
ろ
、
雪
道
を

「
よ
つ
ん
ば
い
」
で
走
る
車
は
４

車
種
だ
け
で
あ
っ
た
。
２
本
足
で

歩
く
よ
り
力
は
格
段
に
強
い
に
違

い
な
い
。
５
年
間
ほ
ど
、
ト
ラ
ク

タ
ー
に
タ
イ
ヤ
を
履
か
せ
た
よ
う

な
シ
ン
プ
ル
な
構
造
の
４
Ｗ
Ｄ
の
車
に
乗
っ
た
。

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
走
っ

て
み
た
い
、
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
に
も
挑
戦

し
た
い
…
…
な
ど
と
、
何
か
の
折
り
に
「
余
談
」

で
生
徒
諸
君
に
語
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　

当
時
の
生
徒
諸
君
も
い
ま
や
55
歳
に
な
っ
た
。

紹
介
と
「
ち
ょ
っ
か
い
」
と
「
遊
び
心
」
と
…
…

誰
の
ど
ん
な
仕
掛
け
か
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
先

日
40
年
前
に
乗
っ
た
車
と
同
じ
車
が
届
い
た
。
重

い
ハ
ン
ド
ル
、
す
さ
ま
じ
い
音
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
、

「
よ
く
も
こ
ん
な
車
に
乗
っ
て
い
た
も
ん
だ
」
と

み
ん
な
が
言
う
。
若
さ
が
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
車
の
運
転

を
可
能
に
し
た
の
か
。
道
路
の
吹
き
溜
ま
り
に

突
っ
込
ん
だ
「
ベ
ン
ツ
」
を
、
引
っ
張
っ
た
り
も

し
た
愛
車
で
は
あ
っ
た
の
に
、
ハ
ン
ド
ル
は
い
か

に
も
重
い
。

　

二
、三
度
、
暖
か
い
日
に
は
半
袖
で
、
寒
い
日

に
は
ダ
ウ
ン
を
着
て
、山
道
を
時
速
20
キ
ロ
、木
々

の
緑
と
白
い
雲
、
空
気
の
流
れ
に
乗
っ
か
っ
て

走
っ
て
み
た
。
実
に
気
持
ち
が
い
い
。
時
間
が
あ

れ
ば
、
55
歳
に
な
っ
た
社
会
人
達
と
、
山
道
を
走

り
た
い
。
車
の
音
に
負
け
な
い
大
声
を
上
げ
て
、

「S
im

ple is best

」
で
は
あ
る
な
ー
な
ど
と
、
人

生
の
道
の
り
を
語
り
合
い
な
が
ら
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　内町・横町通りと駅前通りとの交差点の南東に面している店舗が

安彦こうじ店です。南北に細長い短冊状の敷地に、北から店舗、住

宅工場と配置されており、こうした地割はかつて城下町であった横

町の建築物に共通する特徴となっています。19世紀初めごろからこ

うじ屋を営んでいたとされ、現在の当主で７代目を数えます。同じ

店舗で経営されているガラス店は、昭和20年代からの営業です。

　大火後の昭和11年に建てられた現在の店舗は、木造二階建てで角

地に面して面取りした独特の形状をしています。柱材を真壁造で露

出した２階の外壁や、色合いの異なるガラスで構成された１階欄間

の窓などが古い商店建築の形式を残しています。

　近世城下町に起源を持ち東西に伸びる内町・横町通りと、その後

南北に開通した駅前通り。その両方に面している安彦こうじ店は、

時代の変化とともに発展してきた商店街の歴史を物語る、象徴的な

建物といえます。

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.23

●
　
短
　
歌
　
●

濃
緑
に
百
花
繚
乱
寺
の
庭
縁
に
佇
み
遠
き
日
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

奥
山
は
山
菜
萌
え
れ
ば
人
集
う
冬
来
て
見
は
れ
雪
の
暮
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

こ
の
年
も
娘
に
貰
い
し
さ
く
ら
ん
ぼ
皆
で
分
け
合
い
旬
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
麗
子

笑
っ
た
り
駈
け
出
し
た
り
し
て
下
校
す
る
幼
き
達
は
朝
よ
り
元
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

智ち
し
ゃ
く
い
ん

積
院
朝
の
お
勤
め
金
堂
の
唱
え
し
回え

向こ
う

心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

ひ
む
が
し
の
空
し
ら
し
ら
と
明
け
初
め
て
中
天
の
空
に
満
月
淡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

初
夏
の
風
青
田
の
上
を
爽
や
か
に	

菅
井
　
妙
子

夏
座
敷
話
が
は
ず
む
昼
サ
ロ
ン	

鴨
田
富
士
夫

白
山
や
残
雪
も
良
し
初
夏
の
峰	

今
井
　
茂
樹

唇
も
可
愛
さ
増
せ
り
さ
く
ら
ん
ぼ	

山
家
　
重
之

夏
燕
巣
作
り
の
下
し
の
び
足	

金
子
脩
一
郎

落
ち
て
知
る
咲
き
初
め
を
知
る
沙
羅
の
花	

熊
谷
　
　
勉

背
は
冷
風
前
は
熱
風
ビ
ル
を
出
づ	

舟
山
　
三
男

一
枚
の
麦
秋
ほ
の
か
村
明
り	

伊
藤
　
啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　

役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

安彦こうじ店
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↑山菜サミットの懇親会。やまさぁーべ体育館にて

憧
れ
の
理
想
像
を
目
指
し
て

　

伊
藤　

花
菜
さ
ん　
（
21
歳
・
小
見
）

　保育系の短期大学を卒業し、昨年から

天童市の保育園で保育士として働いてい

る伊藤さん。中学校の職場体験で保育園

の仕事を経験した時に保育士に憧れ、そ

の道に進むことになりました。１年目は

子どもたちへの声がけもなかなかうまく

いかず苦労したそうですが、少しずつ子

どもたちの気持ちがくみ取れるようにな

ってきたと感じているそうです。

「子どもが歩けるようになったり、言葉

を話せるようになったりすると、とても

嬉しくて、この仕事をしていてよかった

と思いますね」

　趣味は、幼少のころから習っているピ

アノ。休日は音楽を聴いたり、映画を見

たり、ショッピングをしたり、リラック

スして過ごしているそうです。

「どんな時も子どもに寄り添って、いい

ところを伸ばしてあげられるような保育

士になりたいです」と、目指す理想像に

ついて話してくれました。

地域おこし協力隊通信 №13

　大江町山里交流館やまさぁー
べの立ち上げに向けて活動を始
めたのが今年１月。４月２９日に
は吉村美栄子知事を迎えてオー
プンセレモニーを開催し、５月
末には山菜サミットのお手伝い。
６～８月はほぼ毎週末ご予約を
頂いているので、お迎えする準

備と当日のお相手……想像していたのんびり田舎

暮らしは全くなく、忙しくも充実した毎日が続い

ています。
　そして振り返ってみると、たった半年の間に、

何百枚という名刺がなくなっていることに気づき

ました。やまさぁーべのお客様、地域の皆さん、

町や県職員の皆さん、どれだけ多くの方々に助け

られてここまでやってきたのだろう。本当に感謝

しかありません。地域おこし協力隊の役割は「地

域をおこすこと」ですから、地域の人たちの助け

になることだと考えていましたが、実はいろいろ

な人に助けてもらうことの方がずっと多い仕事な

のだと考えを改めました。そのご恩に報いること

ができるよう、これからも全力疾走で活動を続け

ていきます。 地域おこし協力隊　佐々 木隆馬

↑山形市からのお客様。山菜料理を体験

13・広報おおえ



戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

◆
支
給
対
象
者
／
平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１　

平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得 

し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父

母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
生
計
関
係
の

有
無
な
ど
に
よ
り
、
順
番
が
変
わ
り
ま
す
。

４　

１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
以
内
の
親
族(

甥
、
姪
等)

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容
／
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債

◆
請
求
期
限
／
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

◆
請
求
窓
口
／
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

な
お
今
回
の
請
求
受
付
は
、
町
遺
族
会

の
協
力
を
得
て
地
区
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。

詳
細
な
日
程
は
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉

係
☎(

６
２)

２
２
８
５
ま
で

ら
ふ
ら
ん
す
大
江
　
夏
祭
り
開
催

◆
日
時
／
８
月
１
日
㈯ 

18
時
30
分
～
20
時

◆
場
所
／
ら
ふ
ら
ん
す
大
江　

正
面
広
場

(

雨
天
の
場
合
中
止)

　

盆
踊
り
、
景
品
付
き
く
じ
引
き
、
屋
台

な
ど
楽
し
い
催
し
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ら
ふ
ら
ん
す
大
江

☎(

８
３)

４
８
０
０
ま
で

平
成
27
年
度
の
農
業
用
使
用
済

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
に
つ
い
て

◆
回
収
日
／
７
月
24
日
㈮
、
９
月
18
日
㈮
、

11
月
20
日
㈮

◆
搬
入
時
間
／
８
時
～
10
時

◆
搬
入
場
所
／
ク
レ
ン
ズ
興
産(

小
見)

◆
搬
入
方
法
／
直
接
自
己
搬
入
を
お
願
い

し
ま
す(

重
量
で
の
料
金
算
出)

。

◆
回
収
料
金
／
①
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
…
25
円
／
㎏(

税
込)

、
②
・
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
も
の
…
35
円
／
㎏(

税
込)

◆
そ
の
他
／
当
日
、
お
越
し
の
方
へ
資
源

ご
み
袋（
オ
レ
ン
ジ)

を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
営
農
生
活
セ

ン
タ
ー
☎(

６
２)
３
２
１
７
、
ま
た
は
農

林
課
農
政
係
☎(

６
２)
２
１
１
５
ま
で

介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
食
費
・
居
住

費
の
負
担
軽
減
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
入
所
し

て
い
る
方
や
短
期
入
所
の
方
の
食
費
お
よ

び
居
住
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
８
月
か
ら
対
象
と
な
る
方
の
基
準
が

変
わ
り
、
次
の
①
、
②
の
両
方
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
本
人
と
配
偶
者
が
町
民
税
非
課
税

②
預
貯
金
等
の
金
額
が
、
配
偶
者
が
い
る

場
合
は
合
計
２
千
万
円
以
下
、
配
偶
者
が

い
な
い
場
合
は
１
千
万
円
以
下

　

該
当
す
る
方
は
通
帳
の
写
し
な
ど
を
添

え
て
７
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は　

健
康
福
祉
課
福
祉

係(

６
２)

２
２
８
５
ま
で

　９月13日執行予定の大江町議会議員選挙

立候補予定者説明会および出納責任者事務説

明会を開催します。

◆日時／８月７日（金）

　立候補予定者説明会　13時30分～15時

　出納責任者事務説明会　15時～16時

◆場所／役場大会議室（３階）

◆�その他／①当日は筆記用具を持参してくだ

さい②代理出席もできます③会場の都合

により、立候補予定者１人につき３人以内

の出席者とさせていただきますので、ご協

力お願いします。

☆議員の定数は11名です。

☆町議会議員選挙に立候補できる主な資格

　１．�町議会議員の選挙権を有する者で、年

齢が満25歳以上であること

　２．次の主な欠格事項に該当しない者

　①�禁錮以上の刑に処せられその執行を終わ

るまでの者

　②�禁錮以上の刑に処せられその執行を受け

ることがなくなるまでの者

　③�公職にある間に犯した収賄罪により刑に

処せられ、その執行を終わりもしくはそ

の執行の免除を受けた日から10年間を経

過しない者または刑の執行猶予中の者

　④�法律で定めるところにより行われる選挙、

投票及び国民審査に関する犯罪により

禁錮以上の刑に処せられその刑の執行

猶予中の者

　⑤�公職選挙法に定める選挙に関する犯罪に

より、選挙権、被選挙権が停止されてい

る者

　⑥�政治資金規正法に定める犯罪により、選

挙権、被選挙権が停止されている者

※お問い合わせは、大江町選挙管理委員会

　(総務課内）☎ (62)2112まで

大江町議会議員選挙　
　立候補予定者説明会

平成２７年７月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで



川
に
入
っ
た
の
は
何
年
ぶ
り
で
し
ょ

う
か
…
…
と
い
っ
て
も
、
長
靴
を

履
い
た
ま
ま
で
し
た
が
。
水
の
冷
た
さ
、

せ
せ
ら
ぎ
の
音
。
川
底
の
石
の
、
丸
く
て

つ
る
つ
る
し
た
あ
の

感
触
。
今
も
昔
も
そ

こ
に
あ
り
続
け
る
も

の
が
、
他
に
も
た
く

さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う

と
感
じ
た
体
験
で
し

た
。　

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

創
業
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ま
へ

商
工
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す

　

商
工
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
事
業
、
商
売

を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、

事
業
プ
ラ
ン
や
融
資
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
16
日
㈭　

10
時
～
15
時

◆
場
所
／
大
江
町
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
申
込
／
事
前
に
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

　

当
日
以
外
で
も
、
随
時
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大

江
町
商
工
会
☎(

６
２)

４
１
２
８
ま
で

「
物
産
味
覚
お
お
え
日
和
。」

出
店
者
募
集

　

「
Ｓ
Ｌ
山
形
日
和
。
左
沢
線
号
」
の
運

行
に
合
わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
12
日
㈯　

10
時
～
15
時

◆
場
所
／
左
沢
駅
前
広
場

◆
イ
ベ
ン
ト
／
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

◆
出
店
要
件
／
町
内
の
企
業
、
商
店
、
個

人
お
よ
び
団
体

◆
募
集
締
切
／
７
月
24
日
㈮

※
13
日
㈰
は
物
販
コ
ー
ナ
ー
の
み

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政

策
推
進
課
☎(

６
２)

２
１
３
９
、
ま
た
は

大
江
町
商
工
会
☎(

６
２)

４
１
２
８
ま
で

道
路
災
害
復
旧
工
事
に
係
る
通
行
止
め

◆
路
線
名
／
町
道
小
清
十
郎
畑
線
・
町
道

小
清
松
保
線

◆
場
所
／
小
清
地
内

◆
規
制
期
間
／
７
月
13
日
㈪
～
８
月
31
日

㈪
ま
で
終
日
全
面
通
行
止
め

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
水
道
課
建
設

係
☎(

６
２)

２
１
１
６
ま
で

平成27年度からの介護保険料を見直しました

段階区分 対　　　象　　　者
介護保険料
月額(上段）

年額(下段）

第１段階

生活保護費を受給されている方または町
民税世帯非課税かつ老齢福祉年金を受
給されている方、町民税世帯非課税かつ
本人の合計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円以下の方

２，７２３円

３２，６７６円

第２段階
町民税世帯非課税かつ本人の合計所得金
額＋課税年金収入額が８０万円超１２０万円
以下の方

４，５３８円

５４，４５６円

第３段階
町民税世帯非課税で本人の合計所得金額
＋課税年金収入額が１２０万円超の方

４，５３８円

５４，４５６円

第４段階
本人が町民税非課税で本人の合計所得金
額＋課税年金収入額が８０万円以下の方

５，４４５円

６５，３４０円

第５段階
（基準額）

本人が町民税非課税で本人の合計所得金
額＋課税年金収入額が８０万円超の方

６，０５０円

７２，６００円

第６段階
本人が町民税課税かつ合計所得金額が
１２０万円未満の方

７，２６０円

８７，１２０円

第７段階
本人が町民税課税かつ合計所得金額が
１２０万円以上１９０万円未満の方

７，８６５円

９４，３８０円

第８段階
本人が町民税課税かつ合計所得金額が
１９０万円以上２９０万円未満の方

９，０７５円

１０８，９００円

第９段階
本人が町民税課税かつ合計所得金額が
２９０万円以上の方

１０，２８５円

１２３，４２０円

　介護保険制度は、要介護(支援)の

認定を受けた方がさまざまな介護(予

防)サービスを利用できることによっ

て、施設入所のほか、在宅での安定し

た生活も可能となり、家族の方々の介

護の負担が軽減されるものです。

　高齢化の進展に伴い、今後も介護(予

防)サービスの利用が増えるものと予

想されており、平成26年度に策定した

第６期介護保険事業計画では、平成27

年度からの３年間について、65歳以上

の方の介護保険料を左記のとおり改定

しました。ただし、平成29年度につい

ては、第１～３段階が現在より減額と

なる見込です。

　これからも、高齢期の安心を支える

介護保険制度にご理解とご協力をお願

いします。

※�制度に関するお問い合わせは、

　健康福祉課福祉係☎62-2285まで

※�保険料に関するお問い合わせは、　

税務町民課町民税係☎62-2119まで

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

◆
期
間
／
７
月
18
日
㈯
～
８
月
16
日
㈰

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
セ
ン
タ
ー

☎(

６
２)

３
６
６
３
ま
で

15・広報おおえ

今月の納税　納期限７月３１日（金）　お忘れなく！

固定資産税・都市計画税(第２期)、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料(普通徴収　第１期)



「
日
本
一
公
園
か
ら
の
眺
め
（
夏
）」

２
区　

鴨
田
信
一

リ
レ
ー
随
想
／

　
　
　
　
　
　《
第
97
回
》

お誕生おめでとう

区　名　 氏　　名　性別　 父母名
藤　田　村山　彩

あや

翔
と

　男　 龍雄・真澄

藤　田　堀　千
ち さ き

咲貴　女　 浩哉・美幸

荻　野　工藤　彰
しょうま

真　男　 詠生・春菜

ご冥福を祈ります

久　保　渡邉　　勉　（９０）
月が丘　土田　啓一　（７７）
９　区　鈴木　教吉　(９７)
上北山　林　　菊栄　（９１）
富　沢　柏倉　　堅　（９１）
月　布　秋元とき子　（９２）
藤　田　武田　　富　（９３）
木の沢　佐藤　與一　（８７）
９　区　内田ミチエ　（８２）
９　区　齋藤　八郎　（９５）

　

こ
の
３
月
で
定
年
に
な
り
、
38
年
勤
め

た
学
校
を
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
終

わ
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

昨
年
の
４
月
頃
は
、「
あ
と
い
よ
い
よ

一
年
か
…
」
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
に
せ

よ
、
学
校
と
い
う
と
こ
ろ
は
常
に
大
な
り

小
な
り
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
退
職
の

こ
と
を
考
え
る
暇

い
と
ま
な
ど
な
か
っ
た
。

　

あ
と
一
月
で
い
よ
い
よ
退
職
だ
と
い
う

時
期
に
な
っ
て
も
、
次
年
度
の
担
任
を
ど

う
す
る
か
な
ど
校
内
の
体
制
作
り
に
腐
心

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
く
心
に
余
裕
を

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
時
が
来

れ
ば
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
退
職
、

そ
ん
な
感
じ
で
終
わ
っ
た
。「
大
過
な
く
」

と
い
う
の
は
「
何
も
し
な
か
っ
た
」
こ
と

の
裏
返
し
だ
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
こ
の

「
大
過
な
く
」
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も
の
は

な
い
と
感
じ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

晩
節
や　

ほ
ど
ほ
ど
に
し
て　

浅
き
春

　

38
年
の
う
ち
、
教
諭
、
教
頭
、
校
長
と

し
て
本
町
に
17
年
も
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
学
校
教
育
は
学
校
だ
け
で
は
成
り

立
た
な
い
。
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の
理

解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
達
は
よ
り

よ
く
育
つ
。
町
の
方
々
の
大
き
な
支
え
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
只
々
感
謝
あ
る
の
み

で
あ
る
。
町
の
皆
様
方
に
足
を
向
け
て
寝

ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
膝
を
抱
え
て
丸
く

な
っ
て
寝
て
い
る
。

　

38
年
の
間
に
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
い
い
こ
と
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
二
人
の
教
え
子
に
先
立
た
れ
も

し
た
。
一
人
は
不
慮
の
事
故
で
、
一
人
は

病
気
で
亡
く
な
っ
た
。

　

退
職
し
た
ら
、
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
退
職
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、

ま
た
仏
に
な
っ
た
二
親
と
教
え
子
の
供
養

の
た
め
に
、
最
上
三
十
三
観
音
を
回
り
た

い
と
考
え
て
い
た
。
三
十
三
観
音
を
回
り

通
す
こ
と
で
、
自
分
と
し
て
の
人
生
の
一

区
切
り
、
ま
さ
に
一
つ
の
結け

ち
が
ん願
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。

　

笈お
い
ず
り摺
も
真
新
し
く
、
ご
詠
歌
も
し
ど
ろ

も
ど
ろ
だ
が
、
先
人
達
が
日
に
ち
を
掛
け

て
回
っ
た
道
も
、
今
は
車
で
回
る
こ
と
が

で
き
る
幸
せ
を
感
じ
つ
つ
、
札
所
を
順
々

に
回
っ
た
。

　

第
一
番
若
松
と
第
二
番
山
寺
は
子
年
ご

開
帳
の
際
に
回
っ
た
の
で
、
第
三
番
千
手

堂
か
ら
回
り
始
め
た
。
千
手
堂
の
ご
本

尊
は
伝
行
基
作
の
千
手
観
音
立
像
。
像

高
１
・
７
５
メ
ー
ト
ル
の
欅

け
や
き

の
一
木
造
だ
。

上
野
の
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た
「
み
ち

の
く
の
仏
像
展
」
に
、
瀬
戸
内
寂
聴
が
住

職
を
務
め
る
岩
手
天
台
寺
の
聖
観
音
立
像

や
慈
恩
寺
の
十
二
神
将
と
と
も
に
出
展
さ

れ
て
い
た
。
普
段
は
一
仏
ご
と
し
か
拝
め

な
い
の
に
、
あ
れ
だ
け
の
仏
像
が
一
堂
に

会
し
た
姿
に
圧
倒
さ
れ
鳥
肌
が
立
っ
た
。

そ
の
観
音
様
が
戻
っ
て
き
た
ば
か
り
で
、

と
て
も
神
々
し
く
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
十
番
小
松
沢
で
は
強
盗
事
件
が
起

き
て
い
た
。
考
え
て
み
る
と
、
観
音
様
は

人
気
の
な
い
山
の
中
、
ご
朱
印
所
を
守
っ

て
い
る
の
は
ご
高
齢
の
方
ば
か
り
。
と
な

れ
ば
、
強
盗
に
狙
わ
れ
て
も
全
く
不
思
議

で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
観
音
様
は
、

こ
の
罰
当
た
り
な
者
で
さ
え
も
、
大
き
な

慈
悲
の
心
で
救
っ
て
下
さ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

夕
暮
れ
近
く
第
二
十
一
番
五
十
沢
の
長

い
階
段
を
登
っ
た
。
杉
木
立
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
佇
た
た
ず
む
よ
う
に
観
音
堂
。
木
立
を
抜

け
て
差
す
夕
日
が
眩
し
か
っ
た
。

札
打
ち
て　

拝
む
傍
ら　

著し

ゃ

が莪
の
花

（
１
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犬
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）
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上
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る
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戸籍の

まど
5月21日～6月20日受付分

人口と世帯（前月比）

町の人口　8,786人（ー12）

　　　男　4,342人（ー３）

　　　女　4,444人（ー９）

世 帯 数　2,926戸（ー１）
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